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◇市民委員審査及び庁内審査で承
認を受けた補助額等は、その同額
を翌年度予算額として計上するこ
とを原則とする。
◇判定会議の承認後に状況変化等
により、承認内容の変更が生じた
場合には、予算査定により再協議
ができるものとしている。

解説

◇全案件を集約するにあたり、市民
委員審査及び庁内委員審査について
は議事録を作成し、当該事業の審査
内容も併せて、広く周知を図る。
◇補助金等判定会議の案件は、翌年
度予算額に直結するものであること
から、３月議会で議決を経て公開し
ている。

７～８月 ９月 ２～３月
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◇各部長は補助金主管として
位置付けられており、各課等
からの提案事業に必要性等付
して事務局へ提出する。

◇市民委員案件は、主に新規
事業や前年度からの継続協議
が必要な案件を選定。
◇庁内委員は、市民委員審査
案件を補完する審査機関とし
て、審査が必要と認める案件
を事務局にて選定。
◇事務局審査案件は、上記以
外の全ての案件を審査する。

◇市民委員案件は、副市長を議長
として市民委員３名・企画部長・
総務部長による審査を行う。
◇庁内委員は、総務部長を議長と
して、企画部長・病院事務局長・
水道部長による審査を行う。
◇事務局審査案件は、総務課及び
財政課にて審査を行う。

◇市民委員審査及び庁内委員
審査の結果をまとめたうえ
で、市民委員３名との市長報
告会を開催し、会議を終えて
の所感や指摘事項などの意見
交換を行う。
◇市長報告会での内容は、今
後の補助事業等の制度設計な
どに活かすよう全庁周知を行
う。

各事業課等は翌年度の補助金
等交付事業について、所定の
協議書に添付資料を付して事
務局（総務課）へ報告する。

事務局にて、約130件の提案
事業を市民委員審査（約20
件）・庁内委員審査（約20
件）・事務局審査（約90
件）に仕分け、事業課等及び
審査委員に通知する。
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通年：補正予算による新規事業協議や当該年度既承認内容の変更協議

当該年度の補助金等判定会議に提案
された全案件を集計し、庁内周知を
図るとともに、翌年度予算案議決を
もって、集計結果をホームページに
アップし広く周知を図る。

補助金等執行協議書提出 審査機関を決定 補助金等判定会議
市民委員審査、庁内委員
審査結果及び委員講評の

全庁周知
予算査定 集計及び情報公開

１０月 １１～１月

市民委員審査を2日間、庁内委員
審査は１日で審査を行う。
事務局審査は総務課（書面審査）
及び財政課（予算査定）にて審査
を行う。

市民委員審査及び庁内委員審
査の結果をまとめ、事業課へ
通知する。
審査結果を基に市民委員との
市長報告会を開催し、指摘事
項等を全庁周知を図る。

書面審査を終えた事務局審査案件
の交付額等の妥当性を予算査定に
て審査を行う。
また、既に審査を終えた事業で、
その後交付額等の内容変更が生じ
た場合には、予算査定により再審
査を行うことができる。

補助金等判定会議での指摘事項等を基に、交付団体との協議や交渉を実施する昨年の指摘事項等に対し改善策等を判定会議にて報告する


